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研究成果の概要（和文）： 

現代英語の語法文法・フレーズ辞典と演習ソフトを一般に公開できるシステムを構築するとい

う研究は、2年の研究期間で若干の遅れは生じているが順調だといえる。計画では、（１）語法文

法・フレーズの項目選定、（２）選定項目の解説執筆、（３）ウェッブへの掲載方法の検討とサン

プル制作、の３点を掲げ、（１）と（２）は、出版物の評価から、一定の成果があった。（３）は

、最終段階で検討を重ねており、今後の実用へ向けた最終段階にある。 

 
研究成果の概要（英文）： 
  The study to create the system of the electronic or web dictionary of the grammar, 
usage, and phrases in Present-day English and its practice software, which are available 
to any English learners, goes according to plan. The study consists of three stages. 
The first stage is to select the grammar feature, its usages and phrases which learners 
often use incorrectly. The second stage is to give each item an accurate description 
of it item by item, based on references, the data of corpora and the reaction of the 
informants. The third and final stage is to upload the compiled descriptions and to 
create a sample site. The results of the first two of the three stages, in particular, 
were obtained, judging from what was published based on the outcomes of this study. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年の IT 産業の発展により、英語教育に
も E-learning や電子辞書を含め電子機器を
導入することが多くみられるようになった。

しかしながら、大量のデータから学習者が本
当に必要な項目を選ぶことは困難であり、ま
たそのような学習サイトは現在紙ベースの
ものしか存在しない。そこで、より自然な英



語を使いこなすのに必要不可欠な語法とフ
レーズを、厳選し、解説及び演習できるウェ
ブサイトを構築することが日本人英語学習
者にとって非常に有効なのではないかと考
えた。 

既存の英和辞典・語法大辞典は、確かに学
習には有効であるが、情報多寡である点が、
はなはだ英語学習者にとって本当に即実践
で運用できる英語力を高める役割を果たし
ているかは疑問である。いつでも、そしてど
こでも必要な情報を入手でき、さらに演習し
て学べる英語学習サイトの必要性があると
考える。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、現在の IT 産業の発展と
英語学習の方法における閉塞感を打破する
ような、より自然な英語を運用できる力を養
成する、現代英語の語法文法・フレーズウェ
ブ・電子辞典とその演習ソフトを開発するこ
とである。 

この研究では、既存の語法文法辞典や電子
辞書とは異なり、実際に英語を運用する際に
日本人が選択に戸惑う、或いは誤って使用す
ることで不自然な会話や誤解をまねくとい
った語法やフレーズだけを選定し、使い方の
相違を用例とともにまとめて提示し、同時に
その演習もが可能となるウェブ・電子サイト
の構築を目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究の完了までに主に以下に示
す３つの研究手順と方法が必要不可欠とな
る： 
 
（１）英語学習者に必要な語法・フレーズの

項目選定 
（２）選定項目の解説記述の執筆 
（３）サンプルサイトの構築とテスト 
 

（１）では、若干の選定項目の修正や変更
があったが、日本人が間違えやすい語法や運
用に迷うフレーズおよそ 500項目を選定した。
この選定には、これまで出版されている語法
文法辞典や『英語教育』（大修館書店）の
QuestionBox、といった文献を中心とした先
行研究の参照、そして関連した学会などを参
考に選定を行った。 

（２）の段階が、本研究の英語学の知見を
十二分に利用したものである。[１]で選定さ
れた項目をひとつずつコーパス（実際のネイ
ティブスピーカーが運用した大量の言語デ
ータ）や先行研究を参考に、これまで述べら
れてきた辞書や参考書の内容記述が正確な
のか、またより学習者に分かりやすい（容易

な説明を目指し）記述を執筆した。文献及び
コーパスでの検証結果がある程度出た時点
で、結果をネイティブスピーカーに確認して
もらい、その妥当性を裏付けたうえで記述の
完成に至っている。この第（２）段階では、
有料の小学館コーパスネットワークが提供
するコーパス(WordbanksOnline と BNC)、
そして各種文献を研究方法として採用した。
また、最終的な確認でネイティブスピーカー
にも依頼した。 
最終の（３）の研究では、執筆したワード

ファイルの原稿を、いかに学習者が使用しや
すい形式でアップロードできるかなどを、検
討した。まず、執筆されたワードファイルに
ハイパーリンクをはり、そこから各語法やフ
レーズの説明へととぶ形をサンプルとして
構築した。理想に近い別のウィンドウへとジ
ャンプする形式ではあるが、ワードファイル
とハイパーリンクの数が膨大になるという
欠点、またウェブ上にアップロードした場合
に解説や問題の体裁が崩れるなどの問題が
あり、現在、別のアップロードの方法を検討
している。 
上記の３つの手順と研究方法は、それぞれ

別々に進めるというものではなく、同時に進
める必要がある。特に（２）には、多くの時
間と労力がかかるが、随時、選定項目の必要
性や修正を行いながら、学習者が間違えやす
い個所へ適切な解説を執筆する必要がある。
また、常に、執筆段階で、どのようなウェブ
サイトが学習者にとってユーザーフレンド
リーなのかを考え、体裁や工夫をこらすこと
が大切といえる。 
 

〔 本研究での支援状況 〕 
 本研究では、各研究段階で助言及び支援を
頂ける状況にある。 
 （１）及び（２）の段階では、英語語法文
法と学習英和辞典に精通した先生の助言を
常に頂ける状況にある。特に、大切な（２）
の研究段階では、どのような説明記述の仕方
が、日本人英語学習者にとって相応しいのか、
また実際の記述の正確さは妥当なのかとい
う２点について実際に支援を頂いた。 
 （３）の選定された解説のアップロードと
実際のサイト作成には、研究者本人の文献調
査だけでなく、E-learning サイトを実際に作
成した先生、そして E-learning に力を入れて
いる出版社の方の支援を頂ける状況にある。
この支援が継続的に得られることで、より充
実した現代英語の語法文法・フレーズのウェ
ブ・電子サイトとその演習サイトが構築でき
ると考える。 
 
 
４．研究成果 
本研究の「現代英語語法文法とフレーズ」



を一般に公開できるシステム（ウェブ・電子
辞典及び演習ソフト）を構築するという目的
は、2 年の研究期間で若干の遅れは生じてい
るが順調に進んでいるといえる。計画では、
（１）語法文法・フレーズの項目選定、（２）
選定項目の解説執筆、（３）ウェッブへの掲
載方法の検討とサンプル制作、の３点を掲げ
た。 

計画の（１）と（２）は、共著で出版した
『「なぜ」がわかる動詞＋前置詞』（ベレ出版）
が、多くの英語学習者に読まれていることか
ら、選定項目とその説明の記述は一定の評価
を強調してもよいかと考える。また（３）は、
どのような形で提示することが、より一般の
学習者の目に触れ、また使いやすいのかと
いう、実用前の最終段階で検討を重ねてい
る。 
実験段階では、サンプルとしてワードフ

ァイルとハイパーリンクを用いた簡易的な
サイトを作り利用したが、アップロードの
際に、形式が崩れるなど、現段階では、理
想とはかけ離れた出来といえ、今後、実用
に向け検討を重ねユーザーフレンドリーな
サイト・演習ソフトの構築を目指すことに
なる。 
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